
 

第
五
回
『
一
嘗
三
嘆
』
松
山
も
み
じ
鯛
料
理
フ
ェ
ア 

期
間 

平
成
28
年
１１
月

１
日
（
火
）
～
１１
月

30
日
（
水
） 

※
一
嘗
三
嘆
と
は
、
正
岡
子
規
が
友
人
・
清
水
則
遠
氏
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
故
郷
の
松
山
の
美
味
し

い
も
の
と
し
て
鯛
料
理
を
紹
介
し
て
い
る
件
で
「
一
口
食
べ
る
と
、
何
度
も
感
動
す
る
ほ
ど
美
味
し
い
」

の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
子
規
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
造
語
で
す
。 

松
山
鮓 

 
 
 

 

一
八
〇
〇
円(

一
九
四
四
円) 

献
立 

松
山
鮓(

天
然
鯛
使
用)

、
じ
ゃ
こ
天
と
小
松
菜
の
煮
物
、
茶
碗
蒸
し
、 

香
の
物
、
味
噌
汁
、
甘
味 

 

松
山
鮓
は
エ
ゾ
や
ト
ラ
ハ
ゼ
な
ど
の
小
魚
で
、
だ
し
を
と
っ
た
甘
め
の
合
せ
酢
で
す
し
飯
を
作
り
、 

野
菜
を
混
ぜ
込
み
、
そ
の
上
に
錦
糸
卵
を
ち
ら
し
、
漬
け
に
し
た
鯛
や
海
老
、
た
こ
、
あ
な
ご
、 

し
め
さ
ば
な
ど
の
魚
介
類
を
盛
り
つ
け
て
い
ま
す
。 

松
山
も
み
じ
鯛
料
理
を
お
召
し
頂
い
た
お
客
様
の
中
か
ら
抽
選
で
豪
華
景
品
が
当
た
り
ま
す
。 

 

１
等 

3
本
：
松
山
天
然
活
き
〆
鯛 

２
等 

１０
本
：
瀬
戸
内
海
産
ち
り
め
ん 

ご
応
募
方
法
は 

お
手
持
ち
の
応
募
券
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
レ
ジ
に
備
え
て
あ
る 

応
募
箱
に
お
入
れ
下
さ
い
。 

締
め
切
り
は
平
成
28
年
１１
月
30
日
（
水
）
迄 

当
選
者
の
発
表
は
景
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

協
賛 

松
山
市
・
松
山
市
水
産
市
場
運
営
協
議
会 

い
っ
し
ょ
う
さ
ん
た
ん 

ず
し 

松
山
も
み
じ
鯛
御
膳
二
一
〇
〇
円(

二
二
六
八
円) 

献
立 

天
然
鯛
刺
身
、
天
然
鯛
の
天
婦
羅
、
じ
ゃ
こ
天
と
小
松
菜
の
煮
物
、 

茶
碗
蒸
し
、
香
の
物
、
御
飯
、
味
噌
汁
、
甘
味 

春
に
瀬
戸
内
海
を
回
遊
し
産
卵
を
終
え
た
鯛
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
エ
ビ
や
カ
ニ
、
イ
カ
ナ
ゴ
な
ど
の
豊
富
な
餌

を
食
べ
、
秋
に
は
脂
が
の
り
最
高
の
状
態
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
時
期
に
盛
り
を
迎
え
る
紅
葉
に
な
ぞ
ら
え
て

「
も
み
じ
鯛
」
と
称
さ
れ
ま
す
。
上
品
で
あ
り
な
が
ら
甘
み
と
旨
味
を
持
ち
合
わ
せ
、
刺
身
や
天
婦
羅
と
い
っ
た
様
々

な
調
理
法
で
脂
の
旨
さ
の
変
化
を
堪
能
で
き
ま
す
。 

期
間
中
、

松
山
鮓
か
松
山
も
み
じ
鯛
御
膳
を
ご
注
文
頂
い
た
お
客
様
に
は

先
着
２００
名
様
に 

『
愛
媛
の
み
か
ん
の
香
湯
』
の
温
泉
の
素
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。 

真
鯛
刺
身 

 
 
 
 

 
 
 

一
六
〇
〇
円(

税
込
一
七
二
八
円)

 

 

真
鯛
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ 

 

一
二
五
〇
円(

税
込
一
三
五
０
円)

 

 

真
鯛
と
木
の
子
の
ホ
イ
ル
焼
き 

八
九
〇
円(

税
込
九
六
一
円) 

愛
媛
松
山
か
ら
直
送
の
天
然
真
鯛
を
使
用 

林家三平さん・国分佐智子さん 


